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CT 画像と X 線透視画像を用いた医用画像処理の応用による、特殊機器を必要としない椎骨の３次元位置姿勢推定手
法を提案している。また、本手法の導入によって、特殊機器を有さない医療施設においても、高精度な椎骨の３次元
位置姿勢推定に基づく診療を実施可能であることを検証実験により示している。 
⑵ ネットワークを介した遠隔医療や診療知見共有等の実現を目的とした医療情報共有への期待がある一方、安全な
医療情報共有の実現のためには、その中核要素となるアクセス制御機構について十分な検討が必要である。本論文で
は、医療情報共有に求められる要件を利用者および管理者の見地から整理し、高利便性、アクセス権限の低管理コス
ト性、アクセス制御の細粒度性の３要件に着目したアクセス制御機構のアーキテクチャを提案するとともに、提案ア
ーキテクチャが上記の３要件を充足することを示している。 
⑶ 医療情報への細粒度アクセス制御を実現するためには、具体的な情報共有事例の検討が不可欠となる。本論文で
はこのような観点から、大阪大学大学院医学系研究科を中心とするパーキンソン病に関する診療情報共有を目的とし
たデータベースシステムの構築を事例として、当該システムに求められる細粒度データフィルタリング機構を構築し、
XML 要素単位での細粒度なアクセス制御を実現している。 
 本論文は、情報技術の応用による次世代医療の実現に対し、以上３点を含む多くの有用な研究成果をあげており、
マルチメディア工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士（情報科学）の学位論文として価値あるものと
認める。 
